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繰り返しイベントデータに対する動的予測
Dynamic prediction for repeated events data

近年生存時間解析分野で注目されている動的予測は、“w年生存率”を拡張したアイデアで

あり、ある時点 sにて生存した下で、時点 sから時点 s + wまでの条件付きイベント発生確率

を、それまでに得られた情報を用いて予測するものであり、解釈のわかりやすさからここ数

年臨床論文での適用がみられ始めている。この動的予測の正確性を向上するためには、内生

変数に分類される健康状態の経過のような経時データを適切に考慮したい。そのために多状

態モデルや同時モデル、ランドマークモデルによる方法が提案されているが、最後のランド

マークモデルは仮定の緩さや実行簡便性から特に有用と考えられる。

このランドマークモデルによる動的予測は単一イベントのほか、競合リスクイベントに対

する方法の提案がされてきた。特に、Nicolaieによる動的擬似値 (dynamic pseudo-observation)

に基づいた方法は競合リスクイベントに対し提案されたが、拡張を行うことにより繰り返し

イベント (repeated/recurrent events)に対するモデルを考えることが可能と考えられる。さらに

動的擬似値を利用によって、現在利用されている繰り返しイベントデータのためのセミパラ

メトリックモデルでは考慮することが難しい、terminal eventが存在する下での繰り返しイベ

ントを考慮するといった柔軟なモデリングが可能になると考える。本抄読会ではこの拡張に

関する議論を行う。またシミュレーション実験、実データ適用についての予定も述べたい。
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